
第五福竜丸展示館
学芸員 市田真理



第五福竜丸



第８順光丸

第２幸成丸

第５海福丸

第７大丸

第５明賀丸

第１３光栄丸

第五福竜丸

第二吉祥丸



アメリカ 1030回
（大気圏215 地下815）

旧ソ連・ロシア 715回（大気圏219 地下496

イギリス 45回（大気圏23 地下22）

フランス 210回（大気圏50 地下160）

中国45回（大気圏23 地下22）

インド 6回（地下6）

パキスタン6回（地下6）

北朝鮮
6回





マジュロ市内の小学生
から大学生、NGOの若
者ら数百人が歩いた

2017.3.1



Nuclear Victims and Survivores Remembrance Day
核被害者・犠牲者を記憶する日

ヒルダ・ハイネ大統領（2016-2020）



ルニット・ドーム

撮影・豊﨑博光 1994年5月 撮影・島田興生 1981年12月



企画展「被ばくの島マーシャル
のサンゴと人と海と」（2019）
「解説バナーより抜粋



第３次自由連合協定交渉

これまで核被害を認めてきた4環礁に
加えてリキエップ環礁、ウォチェ環礁、
メジット島、ウォト環礁なども補償す
る動き

アバッカ・アンジャイン・マディソン
（マーシャル諸島元上院議員）
原水爆禁止世界大会2023での発言より





キャシー・ジェトニル・キジナー トニー・デブルム

坂田雅子『故郷を追われて』（2021 より抜粋）

常設展示「ラッセル＝アインシュタイン宣言」コーナーで気候危機についても言及
するリニューアルをおこないました（2022年春の展示替え）。



Nuclear Justice 核による不正義に抗う／被害者の正当性

キャシー・ジェトニル・キジナー詩集『開かれたかご』
（一谷智子・訳 みすず書房 2023年）



ミクロネシア連邦憲法前文

海は われわれを分かつのではなく ひとつにしてくれる
戦争を知ったがゆえに われわれは平和を望む
分割されたがゆえに 統一を願う
支配されたがゆえに 自由を求める

ミクロネシアの歴史は いかだやカヌーに乗って
海を探検したときにはじまった

ミクロネシアの民族は
星空の下を旅した時代に ここに生まれた

世界はひとつの島なのだ
世界はひとつの島なのだ

幡多高校生ゼミナール／高知県ビキニ水爆実験被災調査団編
『ビキニの海は忘れない』（平和文化 1988）より



第五福竜丸展示館
月曜休館 9：30～16：00開館 無料♬

＜参考文献＞
第五福竜丸平和協会編『第五福竜丸は航海中』（現代企画室 2014年）
豊﨑博光 『世界のヒバクシャ』全3巻 （すいれん舎 2019～2022年）
竹峰誠一郎『マーシャル諸島終わりなき核被害を生きる』（新泉社 2015年）
竹峰誠一郎「重層化する核被害のなかで マーシャル諸島発『核の正義』を求めて
（藤川賢・友川悠季編『なぜ公害は続くのか』（新泉社 2023年）
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